
555

第
15
章　
「
交
通
戦
争
」
の
政
治
社
会
史

土
田　

宏
成

は
じ
め
に

　

高
度
成
長
期
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
急
速
な
進
展
が
あ

げ
ら
れ
る
。
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
四
三
万
九
〇
〇
〇
台
だ
っ
た
自
動
車

保
有
台
数
（
四
輪
車
）
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
九
六
〇
年
に
一
二
八
万
九

〇
〇
〇
台
、
一
九
六
五
年
に
六
一
四
万
九
〇
〇
〇
台
、
一
九
七
〇
年
に
一
七
二
四

万
九
〇
〇
〇
台
、
一
九
七
五
年
に
二
七
五
〇
万
六
〇
〇
〇
台
と
、
二
〇
年
間
で
六

〇
倍
以
上
に
な
っ
た（

１
）。

　

し
か
し
、
当
時
の
日
本
社
会
は
、
ハ
ー
ド
面
（
道
路
）、
ソ
フ
ト
面
（
法
制
度
や

人
心
）
と
も
に
大
量
の
自
動
車
を
受
け
入
れ
る
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
交
通
事
故
死
者
数
の
激
増
と
い
う
形
で
端
的
に
現
れ
た
。
一
九
五
五
年
に

六
三
七
九
人
だ
っ
た
交
通
事
故
死
者
数
は
、
一
九
五
九
年
に
一
万
〇
〇
七
九
人
と
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図　交通事故死者数の推移
（単位 ： 人）
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一
万
人
の
大
台
を
超
え
、
一
九
七
〇
年
に
過
去
最
悪
の
一
万
六
七
六
五
人
を
記
録
し
、
そ
の
後
も
一
九
七
六
年
に
九
七
三
四
人
と
な
る

ま
で
、
毎
年
一
万
人
を
上
回
っ
て
い
た（

２
）（

図
参
照
）。

　

警
察
官
僚
出
身
の
政
治
家
後
藤
田
正
晴
は
、
の
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
高
度
成
長
期
に
お
け
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
交
通
事

故
の
増
加
、
そ
れ
に
対
す
る
交
通
警
察
の
充
実
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

「
経
済
が
回
復
し
て
く
る
に
し
た
が
っ
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
交
通
革
命
が
起
こ
る
。
こ
れ
は
世
界
の
ひ
と
つ
の
流
れ
で
、
日

本
も
そ
の
波
に
乗
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
初
め
の
う
ち
は
車
も
非
常
に
少
な
く
て
、
交
通
法
規
も
未
整
備
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ

で
は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
交
通
法
規
の
法
制
度
を
整
備
す
る
と
同
時
に
、
事
故
が
増
え
て
き
た
の
で
事
故
防
止
を
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
」。

　

後
藤
田
は
続
け
る
。
交
通
事
故
が
い
ち
ば
ん
増
え
た
と
き
、
事
故
死
者
が
年
に
一
万
六
〇
〇
〇
人
、
負
傷
者
は
九
〇
万
人
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
当
時
の
国
家
公
安
委
員
長
の
篠
田
弘
作
か
ら
「
日
清
戦
争
の
被
害
よ
り
、
こ
の
一
年
間
の
交
通
事
故
の
被
害
が
大
き

い
」
か
ら
、
な
ん
と
か
す
る
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
た
。

「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
、
と
い
う
こ
と
で
と
り
か
か
っ
た
の
が
、
交
通
取
り
締
ま
り
の
人
員
の
増
強
、
取
り
締
ま
り
機
材
の
整

備
、
同
時
に
免
許
制
度
の
充
実
、
一
方
で
は
一
般
の
国
民
に
対
す
る
交
通
安
全
の
啓
蒙
活
動
、
そ
し
て
三
番
目
に
エ
ク
イ
ッ
プ
メ

ン
ト
と
い
い
ま
す
か
、
交
通
安
全
施
設
で
す
。
例
え
ば
、
建
設
省
が
道
路
を
造
る
に
し
て
も
、
必
ず
曲
が
り
角
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
つ
け
て
く
れ
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
各
省
折
衝
で
や
る
と
か
で
す
ね
。
こ
れ
は
３
Ｅ
政
策
と
い
っ
て
、
外
国
で
も
や

っ
て
い
る
政
策
で
す
。
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
（Enforcem

ent
）、
エ
ク
イ
ッ
プ
メ
ン
ト
（Equipm

ent

）、
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（Education

）
で
す
ね
。
こ
れ
を
警
察
内
部
で
も
、
建
設
省
、
運
輸
省
な
ど
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
強
力
な
政
策
展
開
を
や
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
非
常
に
成
功
し
た
ん
で
す
。
…
…

　

警
察
庁
に
交
通
局
を
つ
く
っ
た
の
は
こ
の
時
期
で
す
。
同
時
に
そ
の
年
に
路
上
を
車
庫
代
わ
り
に
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
保
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管
場
所
の
確
保
の
法
律
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
交
通
安
全
施
設
の
整
備
事
業
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
わ
け
で
す（

３
）」。

　

道
路
交
通
取
締
法
（
一
九
四
七
年
制
定
）
の
一
部
改
正
で
は
、
自
動
車
の
急
速
な
普
及
に
よ
る
交
通
事
情
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い

と
さ
れ
、
新
た
に
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
た
の
が
一
九
六
〇
年
の
こ
と
だ
っ
た（

４
）。

そ
し
て
、
篠
田
が
国
家
公
安
委
員
長
（
第
二
次
池

田
勇
人
内
閣
）
を
務
め
た
の
は
、
一
九
六
二
年
七
月

−

一
九
六
三
年
七
月
で
あ
り
、
後
藤
田
は
警
察
庁
長
官
官
房
長
と
し
て
篠
田
に
仕

え
た
。
警
察
庁
に
交
通
局
が
設
置
さ
れ
た
の
と
、
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
二
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
の
問
題
関
心
は
、
高
度
成
長
の
ひ
ず
み
の
一
つ
で
あ
る
、
急
速
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
弊
害
＝
交
通
事
故
問
題
が
い
か
に

認
識
さ
れ
、
解
決
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
か
に
あ
る（

５
）。

後
藤
田
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
一
九
六
二
年
頃
に
交
通
事
故
対
策
の
画
期
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
本
章
で
は
、
交
通
事
故
問
題
が
日
清
戦
争
よ
り
も
多
く
の
死
者
を
つ
く
り
出
す
「
交
通
戦
争
」
と
し
て
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
対
策
が
叫
ば
れ
た
一
九
六
一
年
の
終
わ
り
か
ら
一
九
六
二
年
の
前
半
に
注
目
す
る
。

交
通
問
題
の
報
道
は
国
民
的
な
関
心
を
呼
び
、
政
府
や
国
会
で
も
、
そ
う
し
た
国
民
の
声
に
積
極
的
に
応
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
顕
著

に
な
っ
た
。

　

後
藤
田
も
い
う
よ
う
に
、
交
通
行
政
の
所
管
は
、
警
察
庁
、
建
設
省
、
運
輸
省
な
ど
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
の
連
携
は
最
初
か
ら
う

ま
く
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
交
通
問
題
は
む
し
ろ
行
政
の
縦
割
り
と
、
そ
れ
に
拠
っ
た
官
僚
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
象
徴
す
る
も

の
と
し
て
語
ら
れ
た
。
そ
の
克
服
の
た
め
に
、
一
九
六
一
年
の
年
末
に
交
通
関
係
の
閣
僚
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
臨
時
交
通
関
係
閣
僚
懇

談
会
」
と
い
う
組
織
が
つ
く
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
頃
は
第
一
次
臨
時
行
政
調
査
会
が
活
動
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
時
期
に
も
当
た
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
交
通
問
題
は
、

行
政
改
革
の
必
要
性
や
臨
調
の
設
置
意
義
を
国
民
に
説
明
す
る
際
に
も
言
及
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
数
年
後
に
控

え
、
東
京
の
交
通
問
題
の
改
善
は
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
交
通
問
題
は
、
社
会
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
政
治
問
題
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
以
下
で
は
、
ま
ず
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
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よ
っ
て
交
通
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
警
察
、
政
治
、
そ
し
て
国
民
が
動
き
、
さ
ま
ざ
ま
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
く
様
を
み
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
限
界
を
持
ち
、
そ
の
後
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
か
を
考
察
す
る
。

一　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
交
通
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
の
年
末
か
ら
、
大
都
市
部
を
中
心
に
深
刻
化
す
る
交
通
事
故
や
交
通
渋
滞
な
ど
の
交
通
問
題
が
、
特
定

の
事
件
・
事
故
を
き
っ
か
け
と
し
た
一
過
性
の
も
の
と
は
異
な
る
形
で
、
大
々
的
、
継
続
的
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
交
通
問
題
は
「
交
通
難
」、「
交
通
マ
ヒ
」、「
交
通
地
獄
」、「
交
通
魔
」、「
交
通
禍
」、「
交
通
戦
争
」
な
ど
の
言
葉
で

表
現
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
問
題
の
深
刻
さ
を
も
っ
と
も
よ
く
表
現
す
る
「
交
通
戦
争
」
と
い
う
語
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
六
一
年
一
二
月
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
『
読
売
新
聞
』
の
連
載
「
交
通
戦
争
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
回
「
悲
惨
な
被
害
者
の
姿　

日
清
戦
争
よ
り
多
い
死
者
」
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

「〝
戦
争
〟

─
二
度
と
く
り
か
え
し
て
は
な
ら
な
い
罪
悪
だ
が
、
わ
た
く
し
た
ち
は
第
二
次
大
戦
を
は
じ
め
て
か
ら
二
十
年
た

っ
て
、
ま
た
血
み
ど
ろ
の
戦
い
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
車
と
人
と
。
東
京
、
大
阪
で
は
こ
と
し
も
交
通
事
故
で
千
人
が
死
に
、

全
国
で
は
一
万
二
千
人
近
い
人
が
車
に
殺
さ
れ
た
。
日
清
戦
争
の
二
年
間
に
日
本
の
戦
死
者
は
一
万
七
千
二
百
八
十
二
人
だ
っ

た
。
だ
か
ら
い
ま
の
日
本
は
日
清
戦
争
を
上
ま
わ
る
戦
争
状
態
と
い
え
よ
う
」。

　

た
だ
漠
然
と
「
戦
争
」
と
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
具
体
的
に
日
清
戦
争
の
死
者
数
を
あ
げ
て
「
戦
争
」
と
表
現
す
る
根
拠
を
示
し
た
の

は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
こ
の
記
事
が
最
初
で
あ
る
。「
交
通
戦
争
」
の
連
載
は
、
一
二
月
二
六
日
ま
で
一
八
回
に
わ
た
り
、
さ
ら
に
翌

一
九
六
二
年
二
月
一
九
日
か
ら
三
月
一
四
日
ま
で
二
〇
回
に
わ
た
っ
て
第
二
次
の
連
載
が
な
さ
れ
た
。
記
事
は
、
交
通
事
故
の
深
刻
さ

と
、
そ
の
対
策
の
必
要
性
を
、
欧
米
各
国
の
例
も
引
き
な
が
ら
訴
え
た
も
の
で
あ
っ
た（

６
）。




